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～高家学ぼう会～

11月２３(月)、日本で唯一の料理の神様を祀る神社として知られる高家神社にて新穀感謝祭が
開催され、四條流石井派一門による包丁式が奉納されました。今回の式題は「紅葉見鯉(もみじみ
のこい)」。包丁士 福田弘司氏により食材に一切手を触れることなく見事に鯉が捌かれました。ま
た、3年ぶりに町内外の商店の出店も復活し、生憎の雨模様でしたが境内は参拝客で賑わいを見せ
ました。

「移住者意見交換会」が開催されました

3年ぶりの出店に境内は賑わいをみせました華麗な包丁技が披露されました

3年ぶりに出店賑わう 高家神社新穀感謝祭 包丁式奉納

～きずなの会～

11月22日に、千倉町に移住されてきた方を対象に「移住者意見交換会」が開催されました。

当日は９名の参加者にお越し頂き、「千倉生活便利帖アプリ」をダウンロードし、利用して頂い

た感想や千倉での生活について思ったことなどを話し合いました。頂いた感想や意見は部会内で

共有し、移住者支援対策に役立てていきたいと思います。今後も移住者意見交換会は継続して開

催し、ご意見を参考に、より住みやすい環境づくりのお手伝いができればと思っております。

「千倉生活便利帖アプリ」是非ご活用ください
アプリをダウンロードして頂くと千倉町内の公共施設や病院、商店の情報(一

部他地域あり)を一覧で見ることができ、自分の今いる場所から地図上を道案内

してくれ、ワンタッチで直接お店に電話をかけることもできます。千倉町内にお

住まいの皆様に使って頂き、町内での生活を快適にお過ごし頂ければと思います。

（i phone・android対応。ガラケーではご覧になれません）
ダウンロード↑

問合せ：千倉地域づくり協議会『きずな』事務局 ☎0470ー44-1113まで

多くの移住者にご参加頂きました 小沢部会長から各部会の説明がありました
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千倉地域づくり協議会『きずな』では、一緒に楽しんで活動して頂ける会員を募集中です。
お気軽に事務局までお問い合せ下さい。
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アジア健康長寿イノベーション賞とは
日本政府によるアジア健康構想の一環と
して2020年に創設した表彰事業で、健
康長寿の達成や高齢者ケアの向上などへ
の取り組みをアジア各国から募集し表彰
するものです。国内選考で千倉町平舘地
区、千葉大医学部付属病院、松永医院、
富浦エコミューゼ研究会による活動「高

齢者が主役！受け継ぐ地域の活力」が最
優秀事例のひとつに選ばれたことから、
今回2022年度の受賞団体がアジア各国
から視察に訪れました。平舘区に到着し
た視察団は平舘青年会によるお囃子のお
もてなしを受け、石井裕市長や堀江正敏
平舘区長、松永平太松永医院長のあいさ
つの後、平舘区の各団体の紹介や視察団
のメンバー紹介などが行われ、活発な意
見交換がなされました。

アジア健康長寿イノベーション賞受賞者が
平舘地区を視察
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～高家学ぼう会～
高家神社「竹あかり」開催します！(12月10日から)
毎年町内外から多くの参拝客が訪れる高家神社のライトアップイベント「竹あかり」。本年も12

月10日から翌年3月下旬まで開催致します。本年は千倉中学校3年生による竹灯籠も飾られる予定と
なっており、より一層きらびやかになった境内を散策してみてはいかがでしょうか。ご来場の際はコ
ロナ感染対策をし、夜間の参拝はお静かに願います。また駐車場ではアイドリングストップにお心が
け下さい。

アジア各国から訪れた視察団

石井市長の挨拶

平舘青年会によるお囃子の
おもてなしに視察団からは
拍手が起こりました

↑ 昨年の竹あかりの様子 ↑


	スライド 1
	スライド 2

